
令和5年度 第76回札幌市中学校体育連盟陸上競技選手権大会要項 
兼第50回全日本中学校陸上競技選手権大会標準記録突破指定大会（四種競技） 

                                                  

1.名  称   令和５年度 第76回 札幌市中学校体育連盟陸上競技選手権大会 

2.主  催      札幌市中学校体育連盟 札幌市教育委員会 札幌市中学校長会 

3.主  管      札幌市中学校体育連盟陸上競技専門委員会 

        札幌市中学校体育連盟陸上競技実行委員会 

4.後  援      札幌市 札幌市ＰＴＡ協議会 札幌陸上競技協会 北海道新聞社 

 

5.日  時      令和５年６月２４日（土） 9:00～ 

                      ２５日（日） 9:00～ 

 

6.場  所   札幌市厚別公園競技場 

〒004-0033 札幌市厚別区上野幌３条１丁目２番１号 TEL011-894-1144 

 

7.種  目      男子１３種目 

                     100m  200m  400m  800m  1500m  3000m  110mH 

                     走高跳 棒高跳  走幅跳   砲丸投(5㎏) 

                     四種競技（①110mH  ②砲丸投(4㎏) ③走高跳 ④400m）  4×100mR 

                女子１０種目 

                     100m  200m  800m  1500m  100mH  走高跳 走幅跳   砲丸投  

                     四種競技（①100mH ②走高跳 ③砲丸投 ④200m）  4×100mR 

 

8.参加資格    ⑴本連盟に加入する札幌市内中学校、中等教育学校、義務教育学校に在籍する生徒で、当該学

校長が出場を認めた者。 

⑵年齢は平成21年４月２日以降に生まれたものに限る。 

⑶年齢が前項の制限を越えて参加を希望する場合は、令和５年５月末日までに中体連会長へ申

し出て､所定の手続きを行うこと。 

⑷参加生徒の引率者及び監督は、当該学校の学校長・教員（養護教諭も含む）・部活動指導

員・外部指導者とする。但し、外部指導者の引率については、学校事情により、学校長・教

員・部活動指導員が引率できないと学校長が判断した場合に適用される。 

⑸監督・引率者は、部活動の指導中の暴力等により、任命権者又は学校設置者から懲戒処分を

受けていないものであること。外部指導者は校長から暴力等による指導措置がないこと。 

⑹外部指導者は校長が認めた者で札幌市中学校体育連盟に登録された者とする。 

⑺学校教育法第134条の各種学校（第１条に掲げるもの以外）の参加を認める。但し、詳細に

ついては、札幌市中学校体育連盟内規「札幌市中学校体育連盟各種大会における参加の特例

<1>」による。 

⑻各種学校から出場する場合、チームは、単一学校の生徒で編成されたものとする。 

⑼札幌市中学校体育連盟選手権大会の他競技に出場していない生徒。但し、以下の項目につい

ては認める。 

①夏季種目と冬季種目の重複は認める。 

②相撲は奨励種目として、重複を認める。但し、全道大会出場資格を得た場合は陸上競技を

優先する。 

⑽参加者は、開催要項に掲げる個人情報の取り扱いについて了承するものとする。 

 

【地域スポーツ団体等（地域クラブ活動）に所属する中学生】 

 ①地域スポーツ団体等（地域クラブ活動）に所属し、札幌市中学校体育連盟の各地区予選会

に参加を認められた生徒であること。 

 ②札幌市中学校体育大会に参加を希望する地域スポーツ団体等（地域スポーツクラブ）は以

下の条件を具備すること。 

Ａ 札幌市中学校体育大会の参加を認める条件 

ア 札幌市中学校体育連盟の目的及び永年にわたる活動を理解し、それを尊重すること。 

イ 生徒の年齢及び修業年限が我が国の中学校と一致していること（中学校に在籍して

いる生徒であること）。 

ウ 出場する生徒が、札幌市内中学校、中等教育学校、義務教育学校に在籍しているこ

と。 
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エ 地域スポーツ団体等（地域クラブ活動）にあっては、日常的に代表者もしくは指導

資格を有する指導者の指導のもとに適切に行われていること。 

オ 『札幌市立学校に係る部活動の方針』（平成31年３月札幌市教育委員会発出）に従

って、特に「６生徒・教職員双方の負担を踏まえた部活動基準の設定等（３）札幌

市立学校における部活動活動基準」を遵守していること。 

カ 当該競技を管轄する北海道競技団体もしくは地区競技団体に登録されていること。

且つ同じ内容で北海道中学校体育連盟に登録していること。 

キ 札幌市における予選会となる全ての大会において、競技役員や審判など運営上必要

な事項に協力すること。 

ク 地域スポーツ団体等（地域スポーツ活動）で北海道中学校陸上競技選手権大会およ

び全日本中学校陸上競技選手権大会につながる大会に参加する場合、在籍中学校で

の大会参加は認めない。その逆も同様である。 

Ｂ 札幌市中学校体育連盟選手権大会に参加した場合に守るべき条件 

ア 札幌市中学校体育連盟選手権大会開催基準を守り、出場する競技種目の大会申し合

わせ事項等に従うとともに、大会の円滑な運営に協力すること。 

イ 札幌市中学校体育連盟選手権大会参加に際して、地域スポーツ団体等（地域スポー

ツ活動）においては、責任ある代表者・指導者が生徒を引率すること。また、万一

の事故発生に備え、傷害保険等に加入するなどして、万全の事故対策を立てておく

こと。 

ウ 札幌市中学校体育連盟選手権大会への参加に要する経費については、必要に応じて

応分の負担をすること。 

Ｃ 参加を認めない場合 

ア 札幌市中学校体育連盟選手権大会の参加申込に際して、参加条件に虚偽の内容が判

明した場合は参加を認めない。 

 

9.出場制限    ⑴１人２種目以内。但し、リレーを除く。 

⑵出場種目において、本大会参加標準記録（下記）を突破していること。ただし、参加標準記

録は令和４年６月１日から本大会申込までの公認大会におけるものとする。 

⑶四種競技においては、２種目以上で標準記録を突破していれば出場できる。 

⑷上記⑵⑶以外に各団体１種目２名の参加を認める。 

⑸リレーについて、中学校においては男女それぞれ１チームとする。 

⑹リレーについて、地域スポーツ団体等においては登録メンバー全員が同一学校に在籍してい

る場合に限り、参加することができる。なお、その際、学校ごとに男女それぞれ１チームとす

る。 

⑺リレーについては参加標準記録を定めない。 

⑻複数の種目（リレーを含む）に出場する場合、種目によって異なる所属から出場することは

できない。 

⑼本大会の参加標準記録は以下の通りとする。 

種目 男子 女子 

１００ｍ １２．２５ １３．６０ 

２００ｍ ２５．５４ ２８．７０ 

４００ｍ ５８．７４ － 

８００ｍ ２．１８．００ ２．３５．００ 

１５００ｍ ４．４５．００ ５．２０．００ 

３０００ｍ １０．２５．００ － 

１００ｍＨ － １８．００ 

１１０ｍＨ １８．９４ － 

４×１００ｍＲ １校１チーム １校１チーム 

走高跳 １．５０ １．３５ 

棒高跳 ２．３０ － 

走幅跳 ５．２０ ４．４５ 

砲丸投 ８．５０ ８．５０ 

四種競技 

１３５０点 

または、２種目以上で各種目

の標準記録を突破していること 

１６５０点 

または、２種目以上で各種目

の標準記録を突破していること 
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10.競技方法    ⑴2023年度 日本陸上競技連盟の規則で行う。 

 

11.表  彰    ⑴各種目８位まで賞状を授与し、３位までメダルを与える。表彰式は行わない。各学校の引率

者を通じて受け取ること。 

         ⑵大会新記録を樹立した者には、新記録賞を授与する。 

 

12.申し込み   ⑴６月２日（金）までにｱｽﾘｰﾄﾗﾝｷﾝｸﾞから申し込みをおこなう。 

⑵締切り日を過ぎるとｴﾝﾄﾘｰは一切できない。 

⑶ｴﾝﾄﾘｰの時、公認記録を有する選手およびﾘﾚｰﾁｰﾑは必ず『資格記録』に入力すること。公認

記録のみ入力可能とする。リレー種目も忘れずに入力すること。 

⑷選手のｴﾝﾄﾘｰと併せて『審判登録』と『引率者』を必ずｱｽﾘｰﾄﾗﾝｷﾝｸﾞの審判登録の欄に入力する

こと。 

⑸中学校においては、申し込み一覧表の代表者名は学校長とし、職印を押すこと。 

⑹地域スポーツ団体等においては、申し込み一覧表の代表者名は団体代表者とする。 

 

13.参加負担金   １人 800円 リレー１チーム 1,800円（リレーのみの選手の負担金は不要） 

⑴６月２日（金）必着で以下の方法により提出および納入すること。 

⑵提出するもの（以下３点）申込一覧表 ②参加負担金（参加料） ③送金連絡票 

 

⑶申込一覧表及び送金連絡票は庁内メール、あるいは郵送にて専門委員長に提出すること。 

⑷参加負担金の納入は銀行振込とする。振込先は以下の通りとする。 

北海道銀行 白石支店（店番号156） 普通 1416725 

陸上競技大会 実行委員長 高橋利幸 

ﾘｸｼﾞｮｳｷｮｳｷﾞﾀｲｶｲ ｼﾞｯｺｳｲｲﾝﾁｮｳ ﾀｶﾊｼﾄｼﾕｷ 

⑸振込の際の注意事項 

① 振込の「依頼人名」は必ず団体名の略称（例：清田中）とすること。 

②振込手数料は参加する団体の負担とする。 

③リレーのみに出場する選手の個人の負担金は必要ない。 

④領収証は大会当日に発行する。 

⑤金額に誤りがないか必ず確認すること。 

⑥送金連絡票の書式に従い、「通信陸上参加料」を合算して振り込むこと。 

 

14.感染症対策  ⑴３密（密閉・密集・密接）回避の励行 

・テント、招集所等の人が集まる空間は互いに適度な距離を保ち、風通しをよくし換気を心が

ける。 

⑵清潔な環境 

・こまめに手洗いまたは手指の消毒を行い、手を清潔に保つ。 

・多くの人が頻繁に触れる箇所を清潔に保つ。 

⑶マスク着用について 

・着用は個人の判断を基本とする。※マスクを着用する場合は、熱中症予防に留意する。 

・咳をする際には、咳エチケットにより飛沫を飛ばさないようにする。 

⑷競技会に関わる全ての人（競技者、チーム関係者、大会/競技役員、観客、メディア、競技

場スタッフなど） への基本的な注意事項 

・３密を避けた行動をとる。 

・こまめな手洗い、アルコール等による手指消毒を行う。 

・日々の体調管理を徹底する。 

・新型コロナウイルスやインフルエンザウイルスなどによる感染症罹患中および快復後十分な時間を

経過していない場合に競技会へ参加しないこと、また、競技会場において観戦しないこと。 

 

15.保護者の応援による来場について 

⑴保護者の応援による入場は8:00以降とする。 

⑵第２駐車場は「競技役員専用」となるので、保護者の駐車はできない。 

⑶来場する場合は、できる限り公共交通機関を利用すること。第１駐車場を開放するが、駐車

できる台数には限りがある。競技場周辺での路上駐車、無断駐車は絶対にしないこと。 
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⑷大会本部および厚別公園競技場は、いかなる事故、トラブルにも責任を負わない。 

⑸観戦できる場所は「メインスタンド」の前列（オレンジ色の座席）のみとする。 

⑹サイドスタンド、バックスタンド、サブトラック、招集所、大会本部など、選手及び競技役

員が使用する場所への立ち入りを禁止する。 

⑺出入り口は、第１ゲートのみとする。保護者が利用できるトイレは、サブトラック側トイレ

のみとする。 

⑻競技場内においては役員および大会本部の指示に従うこと。 

⑼肖像権保護および盗撮防止の視点により、子以外の写真およびビデオ等動画の撮影は控える

こと。撮影できる場所は、15-⑸に示す観戦エリア内のみとする。 

⑽トラック種目のスタート時および準備動作中に撮影することはできない。 

⑾望遠レンズやフラッシュ撮影、赤外線撮影装置を利用した撮影、およびドローンによる撮影

を禁止する。三脚や自撮り棒を使用しての撮影は、他の観客の迷惑になる場合があるので配

慮すること。 

⑿競技と関係のない目的での撮影、身体の一部をアップしての撮影、透過撮影、その他迷惑行

為を禁止する。競技場内で撮影した全ての画像、動画は、大会本部にて確認させていただく

場合がある。 

⒀撮影した画像、動画の販売および営利目的の利用を禁止する。 

⒁競技者および競技者の保護者等の承諾を得ずに撮影したり、撮影した画像、動画をWeb上に

アップロードしたりすることを禁止する。 

 

16.個人情報の取り扱いについて 

⑴大会参加者の氏名・所属・学年は、大会運営のために必要なﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ、ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ、掲示板、

報道発表、大会結果記録速報および札幌市中体連記録集「青春の軌跡」へ記載するために利

用する。 

⑵選手の生年月日は、出場資格等で年齢を確認しなければならない場合は取得する。 

 

17.そ の 他  ⑴ｱｽﾘｰﾄﾋﾞﾌﾞｽ・腰ｾﾞｯｹﾝは各団体で用意する。（選手のｱｽﾘｰﾄﾋﾞﾌﾞｽﾅﾝﾊﾞｰについて、中学校は

4000～8999までの各校に割り振っている番号を使用すること。また、地域スポーツ団体等は団

体ごとに割り振っているＣ１以降の番号を使用すること）厚別競技場にて逆走を実施する場合、

腰ｾﾞｯｹﾝは２枚必要となるため注意すること。 

⑵各団体の監督および引率者は、審判員として競技運営にあたること（団体ごとに氏名および希

望の役職を報告すること）。 

⑶各団体の監督及び引率者は、大会当日は競技運営にあたるため、引率する生徒への事前指導を

徹底すること。 

⑷全道大会種目に優勝した者、および「全道大会標準記録」を突破した者は全道大会への出場資

格を得る。 

⑸ﾌｨｰﾙﾄﾞ種目（走幅跳・砲丸投）には、下記のように予選通過ﾗｲﾝを設ける。予選通過ﾗｲﾝは当日

の気象条件によって変更することもあり得る。 

⑹外部指導者にも審判など競技運営に協力していただくことがある。 

⑺800m、3000mは安全面を考慮して階段ｽﾀｰﾄとすることがある。 

⑻1500m、3000mで周回遅れになった場合は、競技を中止させる場合がある。 

⑼共通四種競技については、全日本中学校陸上競技選手権大会の指定大会とし、標準記録を突破

すると全日本中学校陸上競技選手権大会の出場資格を得ることができる。 

⑽生徒保護の観点から試合内容をYouTubeを含むSNSへの掲載を禁止する。 

 

───────────── 予選通過ﾗｲﾝおよび最初の高さ ───────────── 

                   走幅跳  共通男子 5m30    共通女子 4m30 

                   走高跳  共通男子 1m45        共通女子 1m20 

                            （男子1m65 女子1m40以後 3cm上げ）   

                             四種男子 1m25       四種女子 1m10 

                   砲丸投  共通男子  8m00        共通女子 8m00 

                  棒高跳  2m00（20cm上げ 2m70以後10cm上げ） 

 

＊予選通過ラインおよび最初の高さについては、参加者の状況を見て参加申し込み後の専門主任会で検討し変更

する場合もある。 
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